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1.はじめに 

 クリーニング店跡地に対して、土壌汚染調査を行ったところ土壌汚染対策法に規定される第一種特定有害

物質(揮発性有機化合物)による汚染が、まず土壌ガスとして確認された。ボーリング調査を行ったところ深

部で汚染が確認された。第一種特定有害物質の基本性質として挙げられるものは次の通りである。粘性が低

い、分解されにくい、水に溶けにくい(非水溶性液体:Napl)である。ベンゼン以外の第一種特定有害物質のよ

うに水より密度の大きいものは Dnapl(Dense Non-aqueous Phase Liquid)と呼ばれている。今回は水より密度の

大きい Dnapl の深度方向及び平面方向への土壌汚染の拡散について確認したものである。 

2.調査状況  

 調査対象地の土地の利用履歴を確認すると、昭和 45 年以前

は建物が建設された履歴は確認されておらず農用地として使

用されていた可能性がある。その後昭和 45 年～平成 10 年頃

までクリーニング工場として利用されており、それからクリ

ーニング工場を廃止して現在に至るまで倉庫として利用され

ていた。この土地の利用履歴よりクリーニング工場以外この

敷地に建物が建設されていないことから、クリーニング工場

として利用されていたころに土壌が汚染された可能性は否定

できない。そこで土壌汚染状況調査を行ったところ、敷地の

一部で土壌及び地下水に土壌汚染対策法に規定される第一種

特定有害物質シス-1,2-ジクロロエチレンの基準超過が確認さ

れた。いつごろから土壌に汚染が浸透し始めたか正確な年数

は判断できないが、操業年数から想定して 40~50 年程度経過

しているとみられる。 

 昔のクリーニング工場で使用されていた可能性があるテ

トラクロロエチレン(別名：パークロロエチレン)が土壌中に

生息する微生物に分解されシス-1,2-ジクロロエチレンとな

り 40~50 年かけて第一対帯水層下部の難透水層の汚染拡散

が確認された。土壌の分析を行ったところ、難透水層から

シス-1,2-ジクロロエチレンの基準不適合が確認されたがテ

トラクロロエチレン基準不適合は確認されていない。 

またトリクロロエチレン、1.1-ジクロロエチレンも同様である。 
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表-1 土壌分析結果表  
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